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は
、
親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

の
ご
遺い

徳と
く

を
偲し
の

び
、
そ
の

ご
苦
労
を
通
じ
て
、
阿
弥
陀
如
来
の
ご
本
願
に
よ
る
お
救
い
を

あ
ら
た
め
て
心
に
深
く
味
わ
わ
せ
て
い
た
だ
く
法
要
で
す
。

親
鸞
聖
人
の
三
十
三
回
忌
の
ご
法
要
に
あ
た
り
、
本
願
寺
第

三
代
覚か

く

如に

上し

う

人に
ん

が
そ
の
ご
遺
徳
を
讃さ
ん

仰ご
う

す
る
た
め
『
報
恩
講

私し

記き

』
を
ご
制
作
に
な
ら
れ
、
以
来
、
聖
人
の
ご
命
日
の
法
要

は
報
恩
講
と
し
て
、
大
切
に
お
勤
め
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
願
寺
第
八
代
蓮れ

ん

如に

上
人
が
お
示
し
の
と
お
り
、
正
し
く

お
念
仏
の
い
わ
れ
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
、
身
に
い
た
だ
く

こ
と
が
聖
人
の
御
恩
に
報む

く

い
る
道
で
す
。

報
恩
講
は
、
一
月
九
日
か
ら
十
六
日
ま
で
お
勤
め
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
お
念
仏
の
道
を
お
示
し
い
た
だ
い
た
親
鸞
聖
人

の
ご
遺
徳
を
偲
ば
せ
て
い
た
だ
き
、
お
念
仏
に
遇あ

え
た
喜
び

を
こ
の
身
に
受
け
、
共
々
に
お
念
仏
申
し
ま
し

う
。
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恩お
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う
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き

ほ
う
お
ん
こ
う
ほ
う
よ
う

　
皆
さ
ま
に
は
、
厳
し
い
寒
さ
の
な
か
よ
う
こ
そ
ご
参
拝
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
御
正
忌
報
恩
講
法
要
」
は
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
い
た
だ
く
私
た
ち
念
仏
者
に
と
っ
て
、
最
も

大
切
な
ご
法
要
で
す
。
ご
法
要
を
ご
縁
に
改
め
て
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、
お
念
仏
に
遇

わ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ご
恩
に
感
謝
し
、
報
恩
感
謝
の
生
活
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
に
拡
大
し
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
く
変
化
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
度
の
法
要
に
お
き
ま
し
て
も
、
ご
参
拝
の
皆
さ
ま
の
安
全
を
考
慮

し
参
拝
席
を
限
定
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
確
保
す
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
お
り
ま
す
。

ご
参
拝
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
何
卒
、
感
染
予
防
対
策
に
ご
理
解
・

ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
親
鸞
聖
人
が
生
き
ら
れ
た
時
代
は
、
戦
乱
や
天
災
地
変
が
相
次
ぎ
、
多
く
の
人
び
と
が
世

の
無
常
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
、
生
き
る
意
味
を
問
い
、
救
い
の
道
を
真
剣
に
求
め
た
時
代
で
し
た
。
そ

う
し
た
中
で
聖
人
は
、
阿
弥
陀
如
来
の
ご
本
願
に
よ
っ
て
生
死
出
ず
べ
き
道
を
め
ぐ
ま
れ
、
真
実
信

心
ひ
と
つ
で
救
わ
れ
る
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　
宗
門
・
本
山
で
は
協
力
体
制
の
も
と
来
た
る
令
和
五
年
に
お
勤
め
す
る
「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
百

五
十
年
・
立
教
開
宗
八
百
年
慶
讃
法
要
」
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
た
び
ス
ロ
ー
ガ
ン
が

「
ご
縁
を
慶
び
、
お
念
仏
と
と
も
に
」
と
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
尊
い
ご
勝
縁
に
向
け
て
、
親
鸞
聖

人
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
浄
土
真
宗
の
み
教
え
に
遇
い
得
た
こ
と
を
喜
び
、
み
教
え
を
一
人
で
も
多
く

の
方
に
お
伝
え
し
、
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
、

精
い
っ
ぱ
い
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

合
掌

武
田 
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迎
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開門

6：00～

8：10～
20分間

18：15～
30分間

19：00～
40分間

11：10～

13：00～

14：00～

15：30～

40分間

9：30頃～

10：00～

15分間

13：30頃～
15分間

晨朝後

日中法要後
12：00～

逮夜法要に
引き続き

初夜終了後

閉門
場
所

御
　影
　堂

御
　影
　堂

御
　影
　堂

御
　影
　堂

総
　会
　所

総
会
所

総
会
所

書
院

（
鴻
之
間
）

行
事

勤
行

勤
行

勤
行

常
例
布
教

常
例
布
教

御
堂
布
教

御
堂
布
教

御
絵
伝
解
説

特
別
講
演

法
要

法
要

お
斎

晨
　朝

じ
ん
　
　じ
ょ
う

日
中
に
っ
ち
ゅ
う

逮
夜

た
い

　
　や

初
夜

し
ょ
　
　や

日
没

に
ち

　 も
つ

帰
敬
式

帰
敬
式

時
間

法
要16日（土）

5 ： 00
17 ： 00

大経（讃佛偈）
正信偈
（真譜）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

福間 義朝 師

報恩講作法
〈御満座〉

※16日のみ
13 ： 30～

15日（金）

5 ： 00
19 ： 30

大経（讃佛偈）
礼讃（日中偈）

○

★C

★D

★B

★A

福間 義朝 師

福間 義朝 師

五会念佛作法

山口 紫紀 師
※手話通訳有

福間 義朝 師
※手話通訳有

ご門主様ご親教
※手話通訳有

14日（木）

5 ： 00
17 ： 00

大経（讃佛偈）
礼讃（晨朝偈）

○

福間 義朝 師

正信念佛偈作法
第三種

園淵 龍雨 師

13日（水）

5 ： 00
17 ： 30

大経（讃佛偈）
礼讃（後夜偈）

○

福間 義朝 師

津守 秀憲 師

12日（火）

5 ： 00
17 ： 00

大経（讃佛偈）
礼讃（中夜偈）

○

宮部 誓雅 師

奉讃大師作法

坂上 晃順 師

11日（月・祝）

5 ： 00
17 ： 00

大経（讃佛偈）
礼讃（初夜偈）

○

宮部 誓雅 師

宗祖讃仰作法

德永 一道 師

10日（日）

5 ： 00
17 ： 00

大経（讃佛偈）
礼讃（日没偈）

○

宮部 誓雅 師

二門偈作法

※10日は
12：３０～のみ

二門偈作法

9日（土）

5 ： 30
17 ： 00

広文類作法 大師影供作法

御俗姓拝読

正信偈（斎）
改悔批判
正信偈（非時）

重誓偈
正信偈

重誓偈
正信偈

重誓偈
正信偈

重誓偈
正信偈

重誓偈
正信偈

重誓偈
正信偈

重誓偈
正信偈

正信偈（斎）
改悔批判
正信偈（非時）

※15日のみ
18 ： 00～ 正信偈（斎）

御伝記拝読
正信偈（非時）

正信偈（斎）
改悔批判
正信偈（非時）

正信偈（斎）
改悔批判
正信偈（非時）

正信偈（斎）
改悔批判
正信偈（非時）

改悔批判

宗祖讃仰作法
（音楽法要）

通夜布教
★E

正信念佛偈作法
第三種浄土法事讃作法 奉讃大師作法 大師影供作法

福間 義朝 師 福間 義朝 師 宮部 誓雅 師 宮部 誓雅 師 宮部 誓雅 師

福間 義朝 師 福間 義朝 師 福間 義朝 師 宮部 誓雅 師 宮部 誓雅 師 宮部 誓雅 師

福間 義朝 師 福間 義朝 師 福間 義朝 師 宮部 誓雅 師 宮部 誓雅 師 宮部 誓雅 師

       9日 逮夜法要～16日 日中法要

★A…

《関連行事》

  9日（土）　10：10～
第６９回 本山成人式　【御影堂】

★B…12日（火）　13：20～
御法楽献詠入選者表彰式　【御影堂】

★C…15日（金）　11：50～
講社懇志進納講並びにご消息ご披露式　【御影堂】

★D…15日（金）　16：00～
御正忌報恩講奉讃演奏会　 【聞法会館 3F 多目的ホール】

★E… 15日（金）　18：40～22：00
通夜布教　 【聞法会館　（1F 総会所・3F 多目的ホール）】

2021（令和 3）年

御正忌報恩講法要
全日程表

○ ○○ ○ ○

藤野 和成 師 佐竹 大智 師 中村 啓誠 師 龍田 智教 師

・本年は、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、御影堂内は
参拝者数を制限した指定席（椅子席）とし、事前予約の方が優先
となります。
・当日参拝希望の方は、御影堂前受付テントにて先着順に受付い
たしますが、臨時席（モニター中継を行う阿弥陀堂もしくは安穏殿
2階）への案内となる場合がございます。
・参拝受付時の検温、連絡先登録およびマスク着用ならびに手指
のアルコール消毒等、感染症予防対策にご協力ください。

《ご参拝について》

視聴ページ→

法要行事の様子をインターネット中継いたします。
配信時間外は視聴いただけませんので、
視聴ページの中継日程をご確認ください。
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門徒会館
（勤式指導所）

Net縁
事務所 伝

道
第
二
本
部

花
屋
町
通

太
鼓
楼

龍谷大学
大宮学舎
本館

御影堂門

総門

北小路門 阿弥陀堂門

唐
門

北
小
路
通

Ｗ.

ＣＷ.Ｃ

Ｗ.Ｃ

喫茶
売店

渡廊下 東棟

Ｗ.Ｃ

Ｗ.Ｃ

龍谷ミュージアム

伝
道
本
部

聞法会館

安穏殿

１Ｆブックセンター

阿弥陀堂
内陣修復中

（2022年3月迄）御影堂

龍虎殿
〈参拝教化部〉

本願寺寺務所

書院

虎之間
玄関

（   総会所）

防災センター
（お忘れ物）

経
蔵

伝道第三本部

お茶所
（総合案内所）

大
玄
関
門

大
玄
関

あそか
診療所

駐
輪
場

北境内地駐車場

＊2

＝ 車椅子対応エレベーター

＝ AED（自動体外式除細動器）設置場所

＝ オストメイト対応トイレ（多目的トイレ）

＝ 喫茶・食事処
＝ 授乳室

※15日のみ 7：00～ 9：00
　　　　　11：00～22：00

＝ スタンプ

守衛所

＝ Wi-Fi電波受信建物

＝ 喫煙所〈北境内地に１ヵ所〉

SSID：Wi2_free

修復中
（2022年3月迄）

東

西

南 北

鐘楼

飛
雲
閣

南行

北行京都市バス
西本願寺前

京都市バス
西本願寺前

京阪バス
西本願寺

Ｗ.Ｃ

１Ｆ  売　店
Ｂ１Ｆ食事処

堀川通（国道１号線）

9：00～17：00
（16日8：00～17：00）

295席
（指定席）

中継
（指定席）

2F中継
（指定席）

＊1  紫雲－－－－8：00～16：30
＊2  がんこ 西本願寺別邸（B1F）
　　　　　　　 7：00～ 9：00
　　　　　　　 11：00～14：00
　　　　　　　 17：30～21：00

「御正忌報恩講法要」境内案内図
2021（令和 3）年

（時間変更の場合もあります）
●法要  晨朝（ ６時）
　　　  日中（10時）
　　　  逮夜（14時）
　　　  初夜（15時30分※15日は18時）
●  9日  本山成人式
●12日  御法楽献詠入選者表彰式
●15日  講社懇志進納講並びにご消息ご披露式
●15日  ご門主様ご親教（逮夜法要に引き続き）
●御堂布教（P.13）
●帰敬式

●全国児童生徒作品展

●10～15日
　お斎会場（P.14）

●受付  お斎（P.14）
　　　  帰敬式
　　　  免物
　　　  懇志
　　　  永代経

法要出勤者
入口

＊1

●常例布教（P.13）
● 9～12日（18時15分）  
　御絵伝解説
●11～15日（11時10分）  
　特別講演
●15日（18時40分～22時）
　通夜布教（P.22）

白洲受付
テント

 1F  15日（17時～19時）
　　ほっとはあとショップ
 1F 人権パネル展
 1F 聞法会館写真コンクール
 1F 矯正展〈キャピック展〉
 3F 15日奉讃演奏会（P.22）
 3F  15日（18時40分～22時）
　　 通夜布教（P.22）

1F

●「子どもたちの
　笑顔のために募金」ブース

●矯正展〈キャピック展〉
●被災地支援物産展
●宗門社会活動展
●ほっとはあとショップ
　　　

白洲　　特設
テント　　エリア

参拝（事前予約・
当日申込）の方は、
必ずここで受付を
お願いします。

　  企画展　　　　　　　　　　　
ほとけと神々大集合
―岡山・宗教美術の名宝―
10：00～17：00（受付～16：30）
※原則としてオンライン予約が必要 1112

yanabu-yuko
テキストボックス
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13
時
30
分
頃
御み

堂ど
う

布
教

御
　
影
　
堂

14
時
00
分

逮た
い

夜や

法
要
大だ

い

師し

影え
い

供ぐ

作さ

法ほ
う

御
　
影
　
堂

〈
約
35
分
〉

15
時
30
分

初し

夜や

〔
改が

い

悔け

批ひ

判は
ん

〕

御
　
影
　
堂

〈
約
25
分
〉

18
時
15
分

御ご

絵え

伝で
ん

解
説
〈
第
一
幅
〉
P.29

総
　
会
　
所

〈
約
30
分
〉

19
時
00
分

常
例
布
教

総
　
会
　
所

御
正
忌
報
恩
講
法
要（
日
程
）

改
悔
批
判
と
は
、
ご
門
主
様
が
信し
ん

心じ
ん

（
安あ
ん

心じ
ん

）
の
正
否
を
批
判
（
判
断
）
す
る
儀
式

で
す
。

本
願
寺
第
八
代
蓮れ

ん

如に

上
人
の
こ
ろ
、
報
恩

講
中
の
毎
夜
、
篤
信

と
く
し
ん

の
僧
侶
・
門
徒
が
各
自

の
信
仰
を
告
白
し
、
批
判
を
仰
い
だ
こ
と
に

は
じ
ま
る
も
の
で
す
。

現
在
は
、
９
日
は
初
夜
に
、
10
、
11
、
12
、

14
、
15
日
は
初
夜
の
お
勤
め
に
引
き
続
き
、

改
悔
批
判
を
お
こ
な

て
お
り
ま
す
。

今
年
の
与よ

奪だ
つ

者し

は

勧
学
で
す
。

● 

 8：10～　  20分間
19：00～　  40分間

● 

 9：30頃～  15分間
13：30頃～  15分間

 
  

師

 
 

12日午後

～

16日午前

９日午後

～

12日午前

　

※15日は通夜布教

開門 5：30　閉門 17：00

午前 晨朝後　 午後 13：00
帰敬式（御影堂）

※
13
日
は
御
伝
記
拝
読
の
た
め

お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

９日
土

　

担当部 参拝教化部〈龍虎殿１階〉 ※以下ページ担当部は　　 で表記

お
斎と

き

要
申
込

宮
部 
誓
雅

み
や

　べ

　
　

 
せ
い

　が

大
阪
教
区 

島
中
南
組 

誓
覚
寺

師

福
間 

義
朝

ふ
く

　ま

　
　
　ぎ

　ち
ょ
う

備
後
教
区 

世
羅
組 

教
専
寺

北
塔
光
陞

き
た
づ
か
こ
う
し
ょ
う

改
悔
批
判

　
仏
教
で
は
、
午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

の
間
に
食
事
を
す
る
習
わ
し
が
あ
り
、
こ

の
と
き
の
料
理
を
『
斎
』
と
い
い
ま
す
。

　
本
願
寺
で
は
、
毎
年
一
月
十
日
か
ら
十

五
日
ま
で
、
日
中
法
要
後
に
お
斎
の
接
待

を
国
宝
の
書
院
（
鴻
之
間
）
に
て
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
　

　
本
年
は
、
机
一
台
に
一
名
の
配
席
（
例

年
の
約
半
数
）
と
し
て
十
分
な
間
隔
を
開

け
、
長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た
「
五
菜
」

を
盛
り
込
ん
だ
松
花
堂
弁
当
と
温
か
い
お

汁
、
ほ
う
じ
茶
、
み
か
ん
、
お
菓
子
（
鞍

掛
饅
頭
）
を
ご
用
意
い
た
し
ま
す
。
な

お
、
酒
・
赤
飯
は
お
土
産
と
し
て
お
持
ち

帰
り
く
だ
さ
い
。

　
お
申
込
み
に
つ
い
て
は
、
参
拝
教
化
部

ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

と
き

こ
う 

の 

ま

ご
さ
い

く
ら

か
け
ま
ん
じ
ゅ
う

と

　き 

● 

1
月
10
日（
日
）〜
15
日（
金
）

　
　
　
　

  【
1
回
目
】日
中
法
要
後（
11
時
頃
）

　
　
　
　

  【
2
回
目
】12
時
〜

　

　
　
　
　

  ※

定
員[

1
回
に
つ
き
60
名]

超
過

　
　
　
　
　

  

の
場
合
、3
回
目（
13
時
〜
）を

　
　
　
　
　

  

お
こ
な
い
ま
す

　
　
　
　

  ※

10
日
は
12
時
30
分
〜
の
み

 

と
こ
ろ 

● 

書
院（
鴻
之
間
）
　全
席
椅
子
席

・
お
一
人
様
に
つ
き
一
万
円
以
上
の
ご
懇
志
に
対
す
る
お
扱
い
と
な
り
ま
す
。

お斎の掛け紙やお酒のラベルには本願寺で寺紋として
用いられる藤の花のイラストが描かれています。
本願寺の彩もお斎と一緒にお楽しみください。

☆

が
い
　
け
　 

ひ 
 

は
ん

経
文
に
つ
い
て
は
、本
冊
子
37
〜 

95 

ペ
ー
ジ
を
ご
参
照

く
だ
さ
い
。ま
た
、〈
約
○
分
〉は
目
安
と
し
て
ご
参
考

く
だ
さ
い
。

　

13

日
程

　１
月
９
日（
土
）

　
お
斎（
10
日
〜
15
日
）の
ご
案
内

14

yanabu-yuko
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10日
日

講　師

〈第一幅〉９日（土）

〈第二幅〉10日（日）

〈第三幅〉11日（月・祝）

〈第四幅〉12日（火） 

6
時
00
分

晨じ
ん

朝じ

う

御
　
影
　
堂

8
時
10
分

常
例
布
教

総
　
会
　
所

9
時
30
分
頃
御
堂
布
教

御
　
影
　
堂

10
時
00
分

日に

中ち

う

法
要
二に

門も
ん

偈げ

作さ

法ほ
う

御
　
影
　
堂

〈
約
35
分
〉

13
時
30
分
頃
御
堂
布
教

御
　
影
　
堂

14
時
00
分

逮た
い

夜や

法
要
奉ほ

う

讃さ
ん

大だ
い

師し

作さ

法ほ
う

御
　
影
　
堂

〈
約
35
分
〉

15
時
30
分

初し

夜や

〔
正し

う

信し
ん

偈げ

引
き
続
き
改が

い

悔け

批ひ

判は
ん

〕

御
　
影
　
堂

〈
約
60
分
〉

18
時
15
分

御ご

絵え

伝で
ん

解
説
〈
第
二
幅
〉
P.31

総
　
会
　
所

〈
約
30
分
〉

19
時
00
分

常
例
布
教

総
　
会
　
所

ご

絵
御

え

伝で

ん

解
説

か

い

せ

つ

─

絵
御

伝
に
見
る
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯─

総
会
所
の
大
型
ス
ク
リ

ン
に
映
写
し
た

「
御
絵
伝
」
を
、
布
教
研
究
専
従
職
員
が
四
夜

連
続
し
て
場
面
ご
と
に
解
説
い
た
し
ま
す
。

絵
の
中
に
描
か
れ
た
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
生

涯
を
紐ひ

も

解と

い
て
ゆ
く
中
に
、
ご
遺
徳
を
偲し
の

ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し

う
。

※
併
せ
て
28

36
ペ

ジ
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

と　き● １月９日（土）～ 12日（火）18時15分
ところ● 聞法会館１階  総会所

参拝教化部

開門 5：00　閉門 17：00

午前 晨朝後　 午後 13：00
帰敬式（御影堂）

11：10～11：50
特別講演

6
時
00
分

晨じ
ん

朝じ

う

御
　
影
　
堂

8
時
10
分

常
例
布
教

総
　
会
　
所

9
時
30
分
頃
御
堂
布
教

御
　
影
　
堂

10
時
00
分

日に

中ち

う

法
要
宗し

う

祖そ

讃さ
ん

仰ご
う

作さ

法ほ
う

御
　
影
　
堂

〈
約
35
分
〉

11
時
10
分

特
別
講
演

総
　
会
　
所

13
時
30
分
頃
御
堂
布
教

御
　
影
　
堂

14
時
00
分

逮た
い

夜や

法
要
正し

う

信し
ん

念ね
ん

佛ぶ
つ

偈げ

作さ

法ほ
う

第
三
種

御
　
影
　
堂

〈
約
30
分
〉

15
時
30
分

初し

夜や

〔
正し

う

信し
ん

偈げ

引
き
続
き
改が

い

悔け

批ひ

判は
ん

〕

御
　
影
　
堂

〈
約
60
分
〉

18
時
15
分

御ご

絵え

伝で
ん

解
説
〈
第
三
幅
〉
P.33

総
　
会
　
所

〈
約
30
分
〉

19
時
00
分

常
例
布
教

総
　
会
　
所

開門 5：00　閉門 17：00

午前 晨朝後　 午後 13：00
帰敬式（御影堂） 11日

勧
学
寮
頭

德と
く

永な
が

一い
ち

道ど
う

師

月・祝
も
の
み
な
金
色
に
輝
く

こ
ん
　
じ
き

か
が
や

龍 田 智 教
たつ　た　　ち  きょう

（愛媛県）

中 村 啓 誠
なか  むら  けい じょう

（広島県）

佐 竹 大 智
さ　たけ  だい　 ち

（大阪府）

藤 野 和 成
ふじ　の　　わ　せい

（三重県）

☆☆

☆

※本年は椅子席
15

日
程

　１
月
10
日（
日
）

16

日
程

　１
月
11
日（
月
・
祝
）
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12日
火

6
時
00
分

晨じ
ん

朝じ

う

御
　
影
　
堂

8
時
10
分

常
例
布
教

総
　
会
　
所

9
時
30
分
頃
御
堂
布
教

御
　
影
　
堂

10
時
00
分

日に

中ち

う

法
要
奉ほ

う

讃さ
ん

大だ
い

師し

作さ

法ほ
う

御
　
影
　
堂

〈
約
35
分
〉

11
時
10
分

特
別
講
演

総
　
会
　
所

13
時
20
分

御ご

法ほ
う

楽ら
く

献け
ん

詠え
い

入
選
者
表
彰
式

御
　
影
　
堂

13
時
30
分
頃
御
堂
布
教

御
　
影
　
堂

14
時
00
分

逮た
い

夜や

法
要
浄じ

う

土ど

法ほ
う

事じ

讃さ
ん

作さ

法ほ
う

御
　
影
　
堂

〈
約
35
分
〉

15
時
30
分

初し

夜や

〔
正し

う

信し
ん

偈げ

引
き
続
き
改が

い

悔け

批ひ

判は
ん

〕

御
　
影
　
堂

〈
約
60
分
〉

18
時
15
分

御ご

絵え

伝で
ん

解
説
〈
第
四
幅
〉
P.35

総
　
会
　
所

〈
約
30
分
〉

19
時
00
分

常
例
布
教

総
　
会
　
所

★☆

開門 5：00　閉門 17：00

午前 晨朝後　 午後 13：00
帰敬式（御影堂）令和 3年  御

ご

法
ほ う

楽
ら く

献
け ん

詠
え い

入選歌

講
評

宗
派
月
刊
誌
「
大
乗
」
歌
壇
選
者

喜
多
　
弘
樹

兼
  題

聞
法
の
慶
び
を
和
歌
に
詠
む
御
法
楽
献
詠

は
、
毎
年
兼
題
を
定
め
、
僧
侶
・
寺
族
・
門

信
徒
の
方
が
た
か
ら
広
く
歌
を
募

て
お
り

ま
す
。

★

夜
明
け

さ
は
や
か
な
夜
明
け
と
な
り
て
御
正
忌
の

　
　
　お
念
仏
の
声
み
堂
に
ひ
び
交
ふ

よ

　あ

ご  

し
ょ
う
き

ね
ん
ぶ
つ

こ
え

ど
う

か

大
分
県

　後
藤
信
子

冬
の
凛
と
し
た
空
気
を
や
わ
ら
げ
る
よ
う
に
み
堂
か
ら

お
念
仏
の
声
が
響
き
あ
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
御
正
忌
。

親
鸞
聖
人
の
ご
遺
徳
を
し
の
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
さ
わ

や
か
な
夜
明
け
で
す
。

《
評
》

夜
明
け
近
く
隣
家
の
雨
戸
ゆ
る
や
か
に

　
　
　あ
く
音
の
し
て
称
名
聞
こ
ゆ
る

よ

　あ

ち
か

り
ん   

か

あ
ま

　ど
し
ょ
う
み
ょ
う

　き

お
と

岐
阜
県

　織
田
宗
卯

夜
明
け
近
く
に
な
っ
て
隣
の
家
の
雨
戸
が
ゆ
る
や
か
に

開
く
音
が
し
ま
し
た
。
雨
戸
の
開
く
音
と
と
も
に
漏
れ

聞
こ
え
て
き
た
称
名
の
澄
ん
だ
声
。
身
も
心
も
す
が
す
が

し
い
朝
の
情
景
。

《
評
》

病
む
母
に
法
話
を
聞
き
て
伝
へ
む
と

　
　
　夜
明
け
を
待
ち
て
田
に
出
で
し
父

や

よ

　あ

ま

た

い

ち
ち

は
は

ほ
う  

わ

き

つ
た

熊
本
県

　村
田
タ
エ
子

熱
心
に
ご
聴
聞
を
重
ね
て
お
ら
れ
た
父
。
病
臥
の
床
に

あ
る
母
に
早
く
法
話
を
聞
か
せ
た
い
と
、
夜
明
け
を

待
っ
て
田
で
一
仕
事
、
そ
し
て
お
寺
へ
。
や
さ
し
く

仲
の
い
い
ご
両
親
の
姿
。

《
評
》

夜
明
け
ま
で
仏
書
を
読
み
し
事
も
あ
り

　
　
　祖
師
の
遺
徳
に
心
ひ
か
れ
て

よ

　あ

ぶ
っ
し
ょ

そ   

し

い  

と
く

こ
こ
ろ

よ

こ
と

福
岡
県

　越
路
晃
照

親
鸞
聖
人
の
書
き
記
し
た
書
物
を
夜
が
明
け
る
ま
で
夢

中
で
読
み
続
け
た
日
。
そ
の
な
つ
か
し
い
記
憶
が
今
も

な
お
続
い
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
祖
師
の
遺
徳
に
改

め
て
謝
し
つ
つ
。

《
評
》

コ
ロ
ナ
禍
の
今
こ
そ
深
む
弥
陀
の
慈
悲

　
　
　夜
明
け
の
仏
間
に
正
信
偈
誦
す

か

い
ま

よ

　あ

ぶ
つ  

ま

し
ょ
う
し
ん   

げ    

ず

ふ
か

み   

だ

じ   

ひ

埼
玉
県

　竹
園
末
子

世
の
中
が
苦
し
め
ら
れ
た
コ
ロ
ナ
禍
、
こ
ん
な
時
ほ
ど

弥
陀
の
慈
悲
に
よ
り
深
く
心
を
澄
ま
せ
る
も
の
。
静

ま
っ
た
夜
明
け
の
仏
間
に
一
人
お
念
仏
申
す
作
者
が
目

に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

《
評
》

11：10～11：50
特別講演

本
願
寺
派
布
教
使

坂
上
晃
順
師

言
葉
の
は
た
ら
き

こ
と
　 

ば

じ
ゅ
ん

さ
か
の

う
え

こ
う

　本
年
の
兼
題
は
「
夜
明
け
」
と
し
、
全
国

よ
り
寄
せ
ら
れ
た
百
四
十
一
首
の
中
か
ら
次

ペ
ー
ジ
の
五
首
が
入
選
い
た
し
ま
し
た
。

御
法
楽
献
詠

 

ご
　
ほ
う 

ら
く 

け
ん 

え
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

よ

17

日
程

　１
月
12
日（
火
）

18

御
法
楽
献
詠
入
選
歌

yanabu-yuko
テキストボックス
※しおりにつきましては、関連行事 内容変更・中止前のものとなっております



13日
6
時
00
分

晨じ
ん

朝じ

う

御
　
影
　
堂

8
時
10
分

常
例
布
教

総
　
会
　
所

9
時
30
分
頃
御
堂
布
教

御
　
影
　
堂

10
時
00
分

日に

中ち

う

法
要
二に

門も
ん

偈げ

作さ

法ほ
う

御
　
影
　
堂

〈
約
35
分
〉

11
時
10
分

特
別
講
演

総
　
会
　
所

13
時
30
分
頃
御
堂
布
教

御
　
影
　
堂

14
時
00
分

逮た
い

夜や

法
要
宗し

う

祖そ

讃さ
ん

仰ご
う

作さ

法ほ
う（

音
楽
法
要
）

御
　
影
　
堂

〈
約
40
分
〉

15
時
30
分

初し

夜や

〔
正し

う

信し
ん

偈げ

引
き
続
き
御ご

伝で
ん

記き

拝
読
〕

御
　
影
　
堂

〈
約
130
分
〉

19
時
00
分

常
例
布
教

総
　
会
　
所

開門 5：00　閉門 17：30

午前 晨朝後　 午後 13：00
帰敬式（御影堂）

本
願
寺
第
三
代
覚か

く

如に

上
人
は
、
親
鸞
聖
人

の
ご
遺
徳
を
讃
仰
す
る
た
め
に
、
そ
の
ご
生

涯
の
行
蹟
を
文
章
と
絵
で
交
互
に
描
い
た
絵

巻
物
を
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。『
善
信
聖
人
親

鸞
伝で

ん

絵ね

』
あ
る
い
は
『
本
願
寺
聖
人
親
鸞
伝

絵
』
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

後
に
多
く
の
ご
門
徒
の
方
が
た
に
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
に
と
、
文
章
と
絵
は
別
々
に

分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
『
御
伝
鈔
』「
御
絵
伝
」

と
呼
ば
れ
、
流る

布ふ

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

阿
弥
陀
堂
内
陣
修
復
中
の
御
正
忌
報
恩
講

で
は
、
こ
の
「
御
絵
伝
」（
四
幅
）
を
御
影
堂

の
南
余よ

間ま

に
お
掛
け
し
、
一
月
十
三
日
に
『
御

伝
記
』
を
拝
読
し
て
宗
祖
の
ご
生
涯
を
偲し
の

ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
本
山
で
は『
御
伝
記
』、一
般
に
は『
御
伝

鈔
』と
呼
び
ま
す
。

『

ご

伝
御

で
ん

記き（

伝
御

鈔

ご
で
ん
し
ょ
う）』

と「

ご

絵
御

え

伝で
ん」

6
時
00
分

晨じ
ん

朝じ

う

御
　
影
　
堂

8
時
10
分

常
例
布
教

総
　
会
　
所

9
時
30
分
頃
御
堂
布
教

御
　
影
　
堂

10
時
00
分

日に

中ち

う

法
要
正し

う

信し
ん

念ね
ん

佛ぶ
つ

偈げ

作さ

法ほ
う

第
三
種

御
　
影
　
堂

〈
約
30
分
〉

11
時
10
分

特
別
講
演

総
　
会
　
所

13
時
30
分
頃
御
堂
布
教

御
　
影
　
堂

14
時
00
分

逮た
い

夜や

法
要
大だ

い

師し

影え
い

供ぐ

作さ

法ほ
う

御
　
影
　
堂

引
き
続
き

御ご

俗ぞ
く

姓し

う

拝
読

〈
約
40
分
〉

15
時
30
分

初し

夜や

〔
正し

う

信し
ん

偈げ

引
き
続
き
改が

い

悔け

批ひ

判は
ん

〕

御
　
影
　
堂

〈
約
60
分
〉

19
時
00
分

常
例
布
教

総
　
会
　
所

開門 5：00　閉門 17：00

午前 晨朝後　 午後 13：00
帰敬式（御影堂） 14日

木

御
俗
姓
は
『
俗
姓
の
御お

文ふ
み

』
と
も
呼
ば
れ
、

本
願
寺
第
八
代
蓮
如
上
人
が
一
四
七
七
（
文

明
九
）
年
に
親
鸞
聖
人
の
御
正
忌
報
恩
講
に

際
し
て
お
書
き
に
な

た
御
文
章
で
す
。

前
文
で
は
宗
祖
の
俗
姓
を
明
か
し
、
行
蹟

を
述
べ
ら
れ
、
後
文
で
は
報
恩
講
に
お
け

る
門
徒
の
心
得
が
説
か
れ
、
一
念
帰
命
の

真
実
信
心
を
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

11：10～11：50
特別講演

本
願
寺
派
布
教
使

津
守
秀
憲
師

阿
弥
陀
さ
ま
は
今
こ
こ
に

あ
　   

み
　   

だ

い
ま

け
ん

つ

も
り

し
ゅ
う

水

ご

俗
御

ぞ
く

姓
し
ょ
う

11：10～11：50
特別講演

本
願
寺
派
布
教
使

園
淵
龍
雨
師

如
来
の
作
願
を
た
づ
ぬ
れ
ば

に
ょ  

ら
い

さ
　
が
ん

　
う

そ
の

ふ
ち

り
ゅ
う

19

日
程

　１
月
13
日（
水
）

20

日
程

　１
月
14
日（
木
）

yanabu-yuko
テキストボックス
※しおりにつきましては、関連行事 内容変更・中止前のものとなっております



15日
金

6
時
00
分

晨じ
ん

朝じ

う

御
　
影
　
堂

8
時
10
分

常
例
布
教

総
　
会
　
所

9
時
30
分
頃
御
堂
布
教

御
　
影
　
堂

10
時
00
分

日に

中ち

う

法
要
五ご

会え

念
佛

ね
ん
ぶ
つ

作さ

法ほ
う

御
　
影
　
堂

〈
約
35
分
〉

11
時
10
分

特
別
講
演
手
話
通
訳

総
　
会
　
所

11
時
50
分

講こ
う

社し

懇こ
ん

志し

進し
ん

納の
う

講こ
う

並
び
に
ご
消

し

う

息そ
く

ご
披
露
式

御
　
影
　
堂

13
時
30
分
頃
御
堂
布
教
手
話
通
訳

御
　
影
　
堂

14
時
00
分

逮た
い

夜や

法
要
広こ

う

文も
ん

類る
い

作さ

法ほ
う

御
　
影
　
堂

引
き
続
き

ご
門
主
様
ご
親し

ん

教き

う

手
話
通
訳

16
時
00
分

奉ほ
う

讃さ
ん

演
奏
会
（
17
時
30
分
終
了
予
定
）

聞
 法
 会
 館

18
時
00
分

初し

夜や

〔
正し

う

信し
ん

偈げ

引
き
続
き
改が

い

悔け

批ひ

判は
ん

〕

御
　
影
　
堂

〈
約
60
分
〉

18
時
40
分

通つ

夜や

布
教
（

22
時
）

聞
 法
 会
 館

（
２
会
場
）

★★★

と　き ●１月15日（金）11時50分　　　

ところ ● 御影堂 本
願
寺
に
対
し
物
心
両
面
に
わ
た
り
ご

尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
本
願
寺
全
国
講
社

連
絡
会
の
各
講
社
よ
り
、
一
年
間
に
進
納

の
あ

た
進
納
品
並
び
に
懇
志
進
納
額
が

読
み
あ
げ
ら
れ
、
目
録
進
呈
後
、
一
九
六

五
（
昭
和
四
十
）
年
に
本
願
寺
第
二
十
三

代
勝し

う

如に

上
人
が
発
布
さ
れ
た
「
講
社
へ
の

消
息
」
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

★

参拝教化部

開門 5：00　閉門 19：30

午前 晨朝後　 午後 13：00
帰敬式（御影堂）

講社ホームページを随時更新中
です。歴史や年間行事など幅広
く紹介しております。
http://kousha.hongwanji.or.jp

16日
土 　

開門 5：00
閉門 17：00

6
時
00
分

晨じ
ん

朝じ

う

御
　
影
　
堂

9
時
30
分
頃
御
堂
布
教

御
　
影
　
堂

10
時
00
分

日に

中ち

う

法
要
報ほ

う

恩お
ん

講こ
う

作さ

法ほ
う

御
　
影
　
堂

〈
約
65
分
〉

13
時
30
分

帰
敬
式

御
　
影
　
堂

14
時
00
分

常
例
布
教

総
　
会
　
所

※
午
前
の
帰
敬
式
は
行
わ
れ
ま
せ
ん

11：10～11：50
特別講演

本
願
寺
派
布
教
使

山
口
紫
紀
師

遇
（
ま
う
あ
ふ
）

き

や
ま

ぐ
ち

し

講
社
懇
志
進
納
講
並
び
に

ご
消
息
ご
披
露
式

正
忌

通夜布教

報
恩
講

奉
讃
演
奏
会

２
０
２
１

★│
通
夜
布
教
前
の
ひ
と
と
き
を

仏
教
讃
歌
と
と
も
に
│

プログラム

※曲目は都合により変更となる場合があります

浄土真宗本願寺派総合研究所

と　き ●１月15日（金）
              16時［開場 15時30分］
ところ ● 聞法会館３階多目的ホール

（入場無料・80席・先着順）

第１部・第３部
本願寺合唱団（指揮・鈴木捺香子）
第２部
若林充（acco）＆緒勝涼子（pf,acco）

（ゲスト）

合唱とアコーディオンによる仏教
讃歌の調べをお楽しみください

※新型コロナウイルス感染防止対策を講じて
　開催いたします。

演奏会の詳細・ライブ配信はこちら→

タイムテーブル
18：40～18：55
19：00～19：30
19：30～20：00
20：00～20：10
20：10～20：40
20：40～21：10
21：10～21：20
21：20～21：50

多目的ホール （聞法会館3階）【80席】総会所 （聞法会館1階）【60席】
開会・勤行（重誓偈）開会・勤行（重誓偈）

休　憩  〈換気〉

休　憩  〈換気〉

閉会 （22：00閉場予定）

北海道教区 胆振組 西教寺

東海教区 中勢組 専念寺

奈良教区 吉野北組 浄迎寺

山口教区 下関組 願久寺

福岡教区 柳川組 長善寺

長崎教区 諫早組 真楽寺

安芸教区 広陵西組 西念寺

大阪教区 西淀川組 養善寺

石川教区 江南組 恩栄寺

東北教区 秋田組 正念寺

荒井 常昭
加藤 純幸（幸子）

花岡 樹流（尚樹）
田中 明融（博明）

吉弘 了暁（了曉）

休　憩  〈換気〉

休　憩  〈換気〉

木山 景星
宮武 大悟

安徳 剛典
日下 賢城

小山 昭真（昭眞）

とき ●１月15日（金）18時40分 ところ ●聞法会館〈2会場〉（１階・総会所および３階・多目的ホール）

声／しんらんさま／弥陀大悲の
誓願を／みほとけのおすがた  他

モニター中継およびインターネット中継を行います　※中継会場 ・研修室①【70席】 ・研修室③【30席】
※受付時の検温、連絡先登録およびマスク着用ならびに手指のアルコール消毒等、感染症予防対策にご協力ください。

ぐ
う

つ　　 や　　 ふ　 きょう★ 　親鸞聖人ご往生の前夜に門弟や縁の深い方々が集まり夜を明か
したことに始まると言われます。本年は座席数を制限し、時間を
短縮して10名の本願寺派布教使が30分ずつ法話をいたします。

御

21

日
程

　１
月
15
日（
金
）

22

日
程

　１
月
16
日（
土
）

yanabu-yuko
テキストボックス
※しおりにつきましては、関連行事 内容変更・中止前のものとなっております



お茶所
伝道本部

13:30
〜
15:30
  9:30
〜
15:30

  9:30
〜
11:30

12:00
〜
16:30
  9:30
〜
16:30

12:00
〜
16:00
  9:30
〜
16:00

  9:30
〜
12:30

  9:30
〜
12:00

11:00
〜
16:00

9日
（土）

10日
（日）

11日
（月・祝）

12日
（火）

13日
（水）

14日
（木）

15日
（金）

16日
（土）

  9:30
〜
16:00

  9:30
〜
14:00

14:00
〜
17:00
10:00
〜
17:00

10:00
〜
14:00

14:30
〜
22:15

白洲特設テントエリア聞　法　会　館

「
西
本
願
寺
グ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ン
グ
」

「
真
宗
十
派
本
山
報
恩
講
法
要
巡
り
」
ス
タ
ン
プ
設
置
場
所
：
お
茶
所
・
龍
虎
殿

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
募
金

第
64
回 
全
国
児
童
生
徒
作
品
展

宗
門
社
会
活
動
展

被
災
地
支
援
物
産
展

御
正
忌
報
恩
講
関
連
行
事

法
要
期
間
中 

の

ほ
っ
と
は
あ
と
シ
ョ
ッ
プ

  

〜
結
ぶ
絆
か
ら
、
広
が
る
ご
縁
へ
〜

矯
正
展
〈
キ
ャ
ピ
ッ
ク
展
〉（
２
会
場
）

通
夜
布
教
書
籍
頒
布

第
3
回 

聞
法
会
館
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
テ
ー
マ 「
〜
結
ぶ
絆
か
ら
、
広
が
る
ご
縁
へ
〜
」

テ
ー
マ 「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
偏
見
・
差
別
」

人
権
パ
ネ
ル
展

❶❷❸❹❺❻❼❽❾10

第
14
回 

本
願
寺
史
料
研
究
所
公
開
講
座

11

15日のみ17:00～19:00
聞法会館1Fロビー（和室前）で
パンの販売もします！

スタンプ
ラリー

公
開
講
座 展　示展　示 販　売販　売

オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

法要期間中 聞法会館地下1階マルチスペースにて飲食可能

  9日
10日
11日

12日
13日
14日
15日

16日

•ワークセンターHalle！（バウムクーヘン、焼き菓子）　•テンダーハウス（燻製醤油、焼き菓子、織製品、陶器）
•かしの木学園（総菜パン、菓子パン、食卓パン、陶器、縫製品）　•なづな学園（焼き菓子、陶器、縫製品）
•ジョイント・ほっと（焼き菓子、パウンドケーキ）
•ワークショップ友愛印刷（一筆箋、メモ帳、染め手ぬぐい、染めガーゼハンカチ）
•あおい苑（焼き菓子、パウンドケーキ、シフォンケーキ、雑貨）　•プティパ（アクセサリー、雑貨）
•第三かめおか作業所（焼き菓子、焼きあられ、野菜チップス、お味噌、雑貨）
•西寺育成苑（パン、焼き菓子）　•西陣工房（マスク、ショール、ストール、トートバッグ）
•しあわせネット・勇気（おからほっぺ<おからのかりんとう>、お干菓子）
•かしの木学園（総菜パン、菓子パン、食卓パン、陶芸品、縫製品）
•京都ふれあい工房（焼き菓子、パウンドケーキ、シフォンケーキ、箸袋）　•ワークスタジオ伏見（伏見産の旬野菜）

ほ
っ
と
は
あ
と
シ
ョ
ッ
プ

2

募金　
宗
派
で
は
「
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
募
金
」
を

進
め
て
い
ま
す
。
ご
参
拝
の
折
に
お
寺
な
ど
で
集
め
ら
れ

た
募
金
を
ブ
ー
ス
（
お
茶
所
内
）
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。
ご
持
参
の
際
に
は
記
念
品
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

結
ぶ
絆
か
ら
、
広
が
る
ご
縁
へ

6

販売　
本
年
も
「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」
（
実

践
運
動
）
推
進
の
一
環
と
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
人

た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
製
作
し
た
「
ほ
っ
と
は
あ
と

製
品
」
を
販
売
す
る
シ
ョ
ッ
プ
を
出
店
い
た
し
ま

す
。
お
店
に
は
、
お
い
し
い
パ
ン
や
お
菓
子
、
生
活

雑
貨
等
が
日
替
わ
り
で
並
び
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の

お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

5

　
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
今
年
の

三
月
で
十
年
を
迎
え
ま
す
が
、
復
興
へ
の
歩
み
が
進
み
つ
つ
あ
る

中
、
震
災
被
害
の
風
化
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
被
災
地
で
は
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
全

国
に
散
ら
ば
る
避
難
者
は
な
お
約
四
万
七
千
人
に
の
ぼ
り
、
未
だ

に
様
々
な
困
難
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
は
九
州
地
方
を

中
心
と
し
た
大
規
模
な
水
害
が
発
生
し
、
多
く
の
方
が
被
害
に
遭

わ
れ
ま
し
た
。
宗
門
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
被
災
地
及
び
被
災
者

支
援
の
取
り
組
み
と
い
た
し
ま
し
て
、
阿
弥
陀
堂
前
白
洲
テ
ン
ト

に
て
、
被
災
各
県
の
物
産
展
を
開
催
し
ま
す
。

社会部〈災害対策担当〉

 
法要期間中　9時30分～16時30分
※９日は12時から、16日は12時30分まで

〈売り切れ次第終了〉白洲特設テント

被
災
地
支
援
物
産
展

子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
の
た
め
に
募
金

ほ
っ
と
は
あ
と
シ
ョ
ッ
プ

販売

重点プロジェクト推進室

法要期間中
9 時30分～15時30分
※９日は13時30分から、
　 16日は11時30分まで
お茶所内

主催：特定非営利活動法人
京都ほっとはあとセンター

後援：浄土真宗本願寺派 重点プロジェクト推進室

法要期間中 9時30分～16時
※９日は11時から、16日は14時まで
白洲特設テント
※15 日（金）のみ 17 時～19 時は
聞法会館 1 階ロビー（和室前）でパン販売

重点プロジェクト推進室

※障がいのある人たちの自立と社会参加を図ることを
目的に、京都府・京都市・府内の授産施設や共同作
業所が合同で設立した団体です。
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第
３
回

宗
門
の
重
点
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
ス
ロ

ガ
ン
で

あ
る
「

結
ぶ
絆
か
ら
、
広
が
る
ご
縁
へ

」
を
テ

マ
と
し
た
写
真
展
で
す
。
全
国
の
皆
さ
ま
か
ら

ご
応
募
い
た
だ
い
た
こ
こ
ろ
温
ま
る
作
品
を
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

聞法会館

法要期間中

聞法会館１階 総会所横廊下

9

展示

10

展示

社会部〈人権問題担当〉

人権週間〈12月4日（金）〉
～１月16日（土）

聞法会館１階ロビー

　
人
権
週
間
（
十
二
月
四
日
〜
十
日
）

よ
り
御
正
忌
報
恩
講
ま
で
お
よ
そ
四
十

日
間
を
縁
と
し
て
、
宗
派
が
推
進
す
る

「
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
」（
実

践
運
動
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
と
し
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
っ
た
く
未
知
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
い
う
脅
威
が
わ
が
身

に
迫
る
な
か
、
不
安
と
恐
怖
に
お
び
え

る
一
方
で
、
私
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
偏

見
や
差
別
等
、
心
無
い
行
動
を
し
て
い

な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
今
回
は
、『
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
偏
見
・
差
別
』
を
テ
ー
マ
に
し

て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
人
び
と
が
自
他

と
も
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
学
び
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

第
64
回

3

展示

法要期間中

寺院活動支援部〈組織教化担当〉

伝道本部東棟1階ロビー

　
本
作
品
展
は
、
「
絵
画
の
部
」
「
書

の
部
」
「
作
文
の
部
」
の
三
部
門
か
ら

な
り
、
全
国
の
幼
児
、
小
・
中
学
生
か

ら
、
毎
年
多
く
の
作
品
を
出
品
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
は
、
伝
道
本
部
東
棟
一
階
ロ
ビ
ー

に
て
入
賞
作
品
を
展
示
し
て
お
り
ま

す
。
全
国
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
応
募
さ

れ
た
力
作
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
64
回

聞
法
会
館
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
児
童
生
徒
作
品
展

人
権
パ
ネ
ル
展

主催：（公財）刑務作業協力事業部/ 
浄土真宗本願寺派/
浄土真宗本願寺派矯正教化連盟

後援：京都刑務所　　
協賛：刑務作業協賛業者

〈
キ

ピ

ク
展
〉

宗
門
社
会
活
動
展

法要期間中 10時～17時
※９日は14時から、16日は14時まで

白洲特設テントおよび
聞法会館１階 和室（2会場）

7

4

展示

展示
販売

社会部〈社会事業担当〉

　
社
会
部
〈
社
会
事
業
担
当
〉
で
は
、
仏
教
と
医
療
・
福
祉
が
連
携

す
る
「
ビ
ハ
ー
ラ
活
動
」
を
は
じ
め
、
矯
正
教
化
、
更
生
保
護
事
業

な
ど
、
様
々
な
活
動
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
よ

り
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
全
国
児
童
養
護
施
設
連
絡
協
議
会
（
全
養

本
派
ク
ラ
ブ
）
協
力
の
も
と
、
「
こ
ど
も
虐
待
防
止
」
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
で
あ
る
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
運
動
」
の
啓
発
に
も
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　
広
く
社
会
に
向
け
た
活
動
を
ご
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
宗
門
所
属
の
教
誨
師
・
篤
志
面
接
委
員
（
約
三
六
〇
名
）
が

全
国
の
刑
務
所
や
少
年
院
等
に
お
い
て
教
化
伝
道
お
よ
び
、

社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
宗
教
教
誨
や
面
接
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
そ
の
被
収
容
者
の
社
会
復
帰
に
備
え
、
施
設
職
員
の

指
導
の
も
と
、
各
施
設
内
の
工
場
等
で
刑
務
作
業
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
制
作
さ
れ
る
刑
務
所
作
業
用
品
（
家
具
・

靴
・
伝
統
工
芸
品
な
ど
心
を
こ
め
た
逸
品
）
の
展
示
販
売
会
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

法要期間中

白洲特設テント

社会部〈社会事業担当〉

矯
正
展

き
ょ
う
せ
い

9時30分～16時
※９日は12時から、16日は12時まで

き

う
か
い
し

と
く
し
め
ん
せ
つ
い
い
ん
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販売

8

本願寺出版社

1月15日（金）14時30分～22時15分

聞法会館１階 特設ブース

　
本
願
寺
出
版
社
が
発
行
し
て
い
る
書
籍
・

グ
ッ
ズ
の
頒
布
を
い
た
し
ま
す
。
御
正
忌
報

恩
講
法
要
期
間
中
、
四
千
円
以
上
お
買
い
上

げ
の
方
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ
ッ
グ
を
進

呈
い
た
し
ま
す
（
先
着
順
）。
是
非
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

本願寺ブックセンター（安穏殿1階）
法要期間中 9 時～17時 ※16日は8時から

『
西
本
願
寺
グ
ラ
ン
ド
ツ

リ
ン
グ
』

（
全
国
別
院
巡
拝
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

）

『
真
宗
十
派
本
山
報
恩
講
法
要
巡
り
』

スタンプ
ラリー

1

　
宗
門
で
は
、
全
国
に
あ
る
別
院
や
教
堂
の
報

恩
講
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
真
宗
教
団
連
合
に
お
い
て
も
、
真
宗
十

派
本
山
の
報
恩
講
法
要
巡
り
（
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
お
茶
所
・
安
穏

殿
・
龍
虎
殿
に
て
ス
タ
ン
プ
帳
を
配
布
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

重点プロジェクト
推進室

グランドツーリング
真宗教団連合
（所務部〈文書担当〉）

真宗十派

本
願
寺
史
料
研
究
所
公
開
講
座

11

公開講座　
例
年
は
東
京
・
京
都
の
二
会
場
で
開
催
し
て
い
る
公
開
講
座
。
こ
の

た
び
は
期
間
限
定
で
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
い
た
し
ま
す
。

【
あ
い
さ
つ
】
赤
松
徹
眞
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
長
）

【
第
一
部
】
岡
村
喜
史
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
研
究
員
）
約
五
十
分

　

 

「
親
鸞
聖
人
御
誕
生
八
五
〇
年
・
立
教
開
宗
八
〇
〇
年
に
向
け
て

 
   

親
鸞
聖
人
の
誕
生
と
日
野
の
地
〜
日
野
誕
生
院
の
成
立
ま
で
」

【
第
二
部
】
小
林
健
太
（
本
願
寺
史
料
研
究
所
研
究
助
手
）
約
五
十
分

　

 

「
幕
末
期
の
本
願
寺
と『
勤
王
僧
』
〜
広
如
上
人
と
超
然
・
月
性
」

第
14
回

法
オンライン配信<無料>
要期間中

所務部〈文書担当〉

通
夜
布
教
書
籍
頒
布

オリジナル
エコバッグ

◀
視
聴
は
こ
ち
ら

親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯（

御ご

絵え

伝で
ん

解
説）

親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

の
ご
生し

う

涯が
い

を
ま
と
め
た
絵え

物も
の

語が
た
り
を
『
御ご

絵え

伝で
ん

』
と
い
い
ま
す
。

聖し

う

人に
ん

の
ひ
孫
に
あ
た
る
本
願
寺
第
三
代
覚か
く

如に

上し

う

人に
ん

が
、
聖し

う

人に
ん

の
三さ
ん

十じ

う

三さ
ん

回か
い

忌き

の
翌
年
よ
く
ね
ん

に
そ
の
ご
生
涯
を
讃さ
ん

仰ご
う

す

る
た
め
に
書
か
れ
た
、『
本ほ

ん

願が
ん

寺じ

聖し

う

人に
ん

親し
ん

鸞ら
ん

伝で
ん

絵ね

』（
絵え

巻ま
き

物も
の

）
を
元
に
し
て
い
ま
す
。

後
に
こ
の
『
親
鸞
伝
絵
』
が

文
章
の
部
分
『
御ご

伝で
ん

記き

』
と

絵
の
部
分
『
御ご

絵え

伝で
ん

』
に
分
け
ら
れ
、
江
戸
時

代
に
な

て
か
ら
は
、
一
般
の
お
寺
で
も
、
報ほ
う

恩お
ん

講こ
う

（
聖
人
の
ご
命
日
法
要
）
の
際
に
は
、『
御ご

絵え

伝で
ん

』
が
奉ほ
う

懸け
ん

さ
れ
、『
御ご

伝で
ん

鈔し

う

』
が
拝は
い

読ど
く

さ
れ
、
広
く
ご
門も
ん

徒と

に
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

『
御ご

絵え

伝で
ん

』
は
、
八は
ち

幅ふ
く

や
六ろ
く

幅ふ
く

で
描え
が

か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
主
に
お
寺
で
奉ほ
う

懸け
ん

さ
れ
る
の
は
、
四し

幅ふ
く

や
二に

幅ふ
く

で
描え
が

か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
『
御ご

絵え

伝で
ん

』（
29

36
ペ

ジ
）
は
、
平
成
二
十
三
年
（
二
〇
一
一
年
）
に
お
迎
え
し
た
親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

七な
な

百ひ

く

五ご

十じ

回か
い

大だ
い

遠お
ん

忌き

法ほ
う

要よ
う

を
記き

念ね
ん

し
て
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

の
初
め
か
ら
四
百
年
間
、
お
寺
や
仏
壇
に
奉ほ
う

懸け
ん

す
る
掛か
け

軸じ
く

を
手

掛
け
て
き
た
繪え

表ひ

う

所し

よ
り
寄き

進し
ん

さ
れ
た
、
二に

幅ふ
く

の
『
御ご

絵え

伝で
ん

』
を
軸じ
く

の
表ひ

う

装そ
う

か
ら
八
面
は
ち
め
ん

の
額が
く

表ひ

う

装そ
う

へ
改か
い

装そ
う

し
た

も
の
で
、
龍
虎
殿
一
階
ロ
ビ

に
て
常
時
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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【

出し
ゅ
っ

家け

学が
く

道ど
う】

（
下
段
･
上
段
左
）

承じ

う

安あ
ん

三
年
（
一
一
七
三
年
）、
今
の
京
都
市
伏ふ
し

見み

区く

日ひ

野の

に
お
生
ま
れ

に
な

た
親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

は
、
治じ

承し

う
五
年
（
一
一
八
一
年
）、
御
年
九
歳
で
、

伯お

父じ

の
日ひ

野の

範の
り

綱つ
な
き

う

に
伴と
も
な

わ
れ
京
都
市
東ひ
が
し

山や
ま

区く

の
慈じ

円え
ん

和か

尚し

う（
慈じ

鎮ち
ん

和か

尚し

う）
の
坊
舎
ぼ
う
し

（
白し
ら

川か
わ

房ぼ
う

）
で
、
僧そ
う

侶り

と
な
る
儀ぎ

式し
き
（
お
得と
く

度ど

）
を
受
け
出し

家け

さ
れ
ま
し
た
。

夜
も
近
い
か
ら
、
明あ

日す

来く

る
よ
う
に
と
一い

旦た
ん

断こ
と
わ
ら
れ
ま
し
た
が
、
聖
人

は
「
明あ

日す

あ
り
と
　
思お
も

う
心こ
こ
ろ
の
仇あ
だ

桜ざ
く
ら

夜よ

半わ

に
嵐あ
ら
し
の
吹ふ

か
ぬ
も
の
か
は
」

と
歌う
た

を
詠よ

ま
れ
、
そ
の
日
の
出
家
を
許ゆ
る

さ
れ
ま
す
。
こ
の
後
聖
人
は
、
範は
ん

宴ね
ん

と
名
乗
ら
れ
ま
し
た
。

各
場
面
に
は
、
咲
き
誇
る
そ
の
桜
、
上
段
左
に
は
、
白
川
房

し
ら
か
わ
ぼ
う

の
慈じ

円え
ん

和か

尚し

うが
見
守
る
中
、
紙し

燭そ
く

で
手
元
を
照
ら
し
な
が
ら
、
剃て
い

髪は
つ

す
る
（
髪か
み

を
剃そ

る
）
様よ
う

子す

が
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。

【
吉き

っ

水す
い

入に
ゅ
う

室し
つ】

（
上
段
右
）

建け
ん

仁に
ん

元が
ん

年ね
ん

（
一
二
〇
一
年
）、
二
十
九
歳
と
な
ら
れ
た
聖
人
は
、
頂ち

う

法ほ
う

寺じ

（
六ろ

角か
く

堂ど
う

）
の
参さ
ん

籠ろ
う

を
経へ

て
、
源げ
ん

空く
う

聖し

う

人に
ん

（
法ほ
う

然ね
ん

聖し

う

人に
ん

）
の
も
と
を

訪た
ず

ね
ま
す
。
聖
人
が
白
い
衣
と
袈け

裟さ

を
着
け
て
、
源げ
ん

空く
う

聖し

う

人に
ん

の
も
と
を
訪

れ
て
い
る
様よ
う

子す

が
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。

出家学道～蓮位夢想
1月 9日（土）〈第一幅〉解説

御絵伝
解　説

【

六ろ
っ

角か
く

夢む

想そ
う】

（
下
段
・
上
段
右
）

親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

は
二
十
九
歳
の
時
比ひ

叡え
い

山ざ
ん

を
下お

り
ら
れ
、
京
都
市
中な
か

京ぎ

う
区く

の
頂ち

う

法ほ
う

寺じ

（
六ろ

角か
く

堂ど
う

）
に
百ひ

く

日に
ち

間か
ん

の
参さ
ん

籠ろ
う

を
さ
れ
ま
す
。

こ
の
絵
は
、
そ
の
九
十
五
日
目
の
明
け
方
に
聖
人
が
見
ら
れ
た
夢ゆ
め

の
様よ
う

子す

が
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
夢
を
見
ら
れ
た
聖
人
は
源げ
ん

空く
う

聖し

う

人に
ん

（
法ほ
う

然ね
ん

聖し

う

人に
ん

）
の
も
と
を
訪た
ず

ね
る
ご
決
意
を
さ
れ
、
お
弟で

子し

に
な
ら
れ
ま
す
。

聖
人
は
、
お
堂
の
左ひ
だ
り

端は
し

で
横よ
こ

に
な

て
い
る
お
姿
と
、
頂ち

う

法ほ
う

寺じ

の
ご
本ほ
ん

尊ぞ
ん

、
救く

世せ

観か
ん

音の
ん

に
礼ら
い

拝は
い

さ
れ
て
い
る
お
姿
、
東ひ
が
し（
右
）
を
見
ら
れ
て
い
る

お
姿
で
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。

【

蓮れ
ん

位い

夢む

想そ
う】

（
上
段
左
）

こ
の
場
面
は
、
親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

八
十
四
歳
の
頃
に
話
を
う
つ
し
、
建け
ん

長ち

う
八

年（
一
二
五
六
年
）、蓮れ
ん

位い

と
い
う
聖
人
の
お
弟
子
が
見
た
夢
の
様よ
う

子す

が
描え
が

か

れ
て
い
ま
す
。
蓮
位
は
上
段
左
上
、
眠

て
い
る
姿
で
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
夢
は
、
聖し

う

徳と
く

太た
い

子し

が
聖
人
に
向
か

て
礼ら
い

拝は
い

さ
れ
て
い
た
と
い
う

内
容
で
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ

て
、
聖
人
が
阿
弥
陀
如
来
の
化け

身し
ん

で
あ

る
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

親鸞聖人のご生涯 １
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【

選せ
ん

択じ
ゃ
く

付ふ

属ぞ
く】

親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

が
、
源げ
ん

空く
う

聖し

う

人に
ん

（
法ほ
う

然ね
ん

聖し

う

人に
ん

）
か
ら
許ゆ
る

さ
れ
て
、『
選せ
ん

択じ

く

本ほ
ん

願が
ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

集し

う

』
と
源げ
ん

空く
う

聖し

う

人に
ん

の
絵え

像ぞ
う

を
授さ
ず

か

て
い
る
場
面
で
す
。

聖し

う

人に
ん

は
そ
の
主し

著ち

『
顕け
ん

浄じ

う

土ど

真し
ん

実じ
つ

教き

う

行ぎ

う

証し

う

文も
ん

類る
い

』
の
後ご

序じ

で
、

元げ
ん

久き
ゅ
う

乙
き
の
と
の
丑う
し
の
歳と
し（

元げ
ん

久き
ゅ
う
二
年［

一
二
〇
五
年］）

、
恩お

ん
恕じ
ょ（

お
許ゆ
る
し）

を
か
ぶ
り
て（

受
け
て）『

選せ
ん

択じ
ゃ
く』（

選せ
ん

択じ
ゃ
く

集し
ゅ
う）

を
書し
ょ
し
き。

同お
な

じ
き
年と
し

の
初し
ょ

夏か

中ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
ん

第だ
い

四し

日に
ち（

陰
暦
四
月
十
四
日）

に、

「

選せ
ん

択じ
ゃ
く

本ほ
ん

願が
ん

念ね
ん

仏ぶ
つ

集し
ゅ
う」

の
内な
い

題だ
い

の
字じ（

書し
ょ

物も
つ

の
題だ
い

名め
い）

、

な
ら
び
に「

南な

無も

阿あ

弥み

陀だ

仏ぶ
つ

往お
う

生じ
ょ
う

之し

業ご
う

念ね
ん

仏ぶ
つ

為い

本ほ
ん」

と

「

釈
し
ゃ
く
の

綽し
ゃ
く

空く
う」

の
字じ

と、
空く
う（

源げ
ん

空く
う

聖し
ょ
う

人に
ん＝

法ほ
う

然ね
ん

聖し
ょ
う

人に
ん）

の
真し
ん

筆ぴ
つ（

直じ
き

筆ひ
つ）

を
も
つ
て、
こ
れ
を
書か

か
し
め
た
ま
ひ
き（

書か

い
て
く
だ
さ
っ
た）

。

同お
な

じ
き
日ひ、
空く

う（

源げ
ん

空く
う

聖し
ょ
う

人に
ん）

の
真し
ん

影ね
い（

絵え

像ぞ
う）

申も
う

し
預あ
ず

か
り
て、
図ず

画が

し
た
て
ま
つ
る。

と
思
い
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。

選択付属～入西鑑察
1月10日（日）〈第二幅〉解説

御絵伝
解　説親鸞聖人のご生涯

【

信し
ん

行ぎ
ょ
う

両り
ょ
う

座ざ】

（
下
段
）

あ
る
時
親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

が
、「
お
浄じ

う
土ど

へ
行
く
こ
と
は
、
ご
信
心
で
決き

ま
る

か
、
念ね
ん

仏ぶ
つ

の
行ぎ

う
を
は
げ
む
こ
と
で
決
ま
る
か
」
お
弟
子
た
ち
に
確
認
し
た

い
と
、
源げ
ん

空く
う

聖し

う

人に
ん

（
法
然
聖
人
）
に
相そ
う

談だ
ん

し
ま
し
た
（
下
段
右
）。

「
ご
信
心
で
お
浄
土
へ
行
く
こ
と
が
決
ま
る
」
と
い
う
場
所
に
は
、
は
た

し
て
数す
う

人に
ん

の
お
弟
子
と
聖
人
、
駆か

け
付つ

け
た
法ほ
う

力り
き

房ぼ
う

（
熊く
ま

谷が
い
の

直な
お

実ざ
ね

）、
最

後
に
源げ
ん

空く
う

聖し

う

人に
ん

が
座
り
ま
し
た
（
下
段
左
）。

【

信し
ん

心じ
ん

諍じ
ょ
う

論ろ
ん】

（
上
段
右
）

あ
る
時
親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

が
、「
源げ
ん

空く
う

聖し

う

人に
ん

の
ご
信し
ん

心じ
ん

と
、
わ
た
し
の
ご
信し
ん

心じ
ん

は
同お
な

じ
で
す
」
と
話
し
、
お
弟
子
た
ち
に
厳き
び

し
く
咎と
が

め
ら
れ
ま
し
た
。
源げ
ん

空く
う

聖し

う

人に
ん

は
、「
ご
信し
ん

心じ
ん

は
、
阿あ

弥み

陀だ

如に

来ら
い

か
ら
賜た
ま
わ

る
も
の
。
同お
な

じ
だ
か
ら

同お
な

じ
お
浄じ

う
土ど

へ
行
け
ま
す
」
と
仰
お

し

た
様
子
が
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。

【

入に
ゅ
う

西さ
い

鑑か
ん

察ざ
つ】

（
上
段
左
）

時
代
は
変
わ

て
、
親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

七
十
歳
の
頃
お
弟で

子し

の
入に

う

西さ
い

が
、
聖し

う

人に
ん

に
絵え

姿す
が
た
を
お
願
い
す
る
よ
り
先
に
、
聖
人
が
そ
の
気
持
ち
を
察さ

し
て
、「
定じ

う

禅ぜ
ん

と
い
う
絵え

師し

に
描
い
て
も
ら
う
と
い
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
（
右
）。
定じ

う

禅ぜ
ん

は
、「
夢
の
中
で
描え
が

い
た
生し

う

身し
ん

の
阿あ

弥み

陀だ

如に

来ら
い

で
あ
る
僧そ
う

侶り

こ
そ
、
親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

で
し
た
」と
感か
ん

動ど
う

の
涙な
み
だを

流な
が

し
な
が
ら
お
姿
を
描え
が

か
れ
ま
し
た（
左
）。
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【

念ね
ん

仏ぶ
つ

禁き
ん

止し】

（
下
段
右
）

お
念ね
ん

仏ぶ
つ

の
教お
し

え
が
弘ひ
ろ

ま
る
に
つ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
仏ぶ

教き

う

諸し

宗し

う

と
の
摩ま

擦さ
つ

が
起お

こ
る
よ
う
に
な
り
、
仏ぶ

教き

う

諸し

宗し

う
か
ら
朝ち

う

廷て
い

へ
、
念ね
ん

仏ぶ
つ

停ち

う

止じ

の
申も
う

し
出で

が
奏そ
う

上じ

う
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
笏し

く
を
持

た
公く
ぎ

う
が
、
門
の
前

に
奏そ

う

上じ

う
に
訪
れ
て
い
る
様
子
が
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。

【

公く

ぎ
ょ
う

僉せ
ん

議ぎ】

（
下
段
左
）

念ね
ん

仏ぶ
つ

停ち

う
止じ

の
申
し
出
を
受
け
て
、
御ご

所し

の
仁じ

寿じ

う

殿で
ん

で
行
わ
れ
た
僉せ
ん

議ぎ

の
様
子
が
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
承じ

う

元げ
ん

元が
ん

年ね
ん

（
一
二
〇
七
年
）
念ね
ん

仏ぶ
つ

停ち

う
止じ

が
決
定
し
、
住じ

う

蓮れ
ん

･

安あ
ん

楽ら
く

な
ど
四
人
が
死し

罪ざ
い

、
八
人
の
流る

罪ざ
い

が
決け

定て
い

し
ま
す
。
源げ
ん

空く
う

聖し

う

人に
ん

（
法

然
聖
人
）
は
土と

佐
国
さ
の
く
に

（
実
際
に
は
讃
岐
国

さ
ぬ
き
の
く
に

）、
親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

は
越え
ち

後ご
の

国く
に

国こ
く

府ふ

へ
還げ
ん

俗ぞ
く

（
僧そ
う

侶り

の
身み

分ぶ
ん

の
剥は
く

奪だ
つ

）
の
上
、
流る

罪ざ
い

と
な
り
ま
し
た
。

【
師し

資し

遷せ
ん

謫ち
ゃ
く】

（
上
段
）

承じ

う

元げ
ん

元が
ん

年ね
ん

旧き

う

暦れ
き

三
月
、
源げ
ん

空く
う

聖し

う

人に
ん

が
旅
立
た
れ
る
と
こ
ろ
（
上
段
左
）

と
、
親し

ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

が
旅
立
た
れ
る
と
こ
ろ
（
上
段
右
）
で
す
。
源げ
ん

空く
う

聖し

う

人に
ん

七
十
五
歳
、
聖
人
三
十
五
歳
、
こ
の
日
を
最
後
に
お
二
人
は
こ
の
世
で
再

会
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

念仏禁止～弁円済度
1月11日（月・祝）〈第三幅〉解説

御絵伝
解　説親鸞聖人のご生涯

【

稲い
な

田だ

興こ
う

法ぼ
う】

（
下
段
）

建け
ん

暦り

く

元が
ん

年ね
ん

（
一
二
一
一
年
）、
親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

三
十
九
歳
の
時
、
流る

罪ざ
い

の
赦し

免め
ん

が
く
だ
さ
れ
、
源げ
ん

空く
う

聖し

う

人に
ん

（
法ほ
う

然ね
ん

聖し

う

人に
ん

）
は
赦し

免め
ん

の
翌
年
よ
く
ね
ん

、
京き

う
都と

で

ご
往お
う

生じ

う

さ
れ
ま
す
。

聖し

う

人に
ん

の
元も
と

に
も
ご
往お
う

生じ

う

の
事こ
と

は
伝つ
た

え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

京き

う都と

へ
は
戻も
ど

ら
れ
ず
に
関か
ん

東と
う

へ
向む

か
わ
れ
（
下
段
右
）、
や
が
て
今
の
い
ば
ら

城き

県け
ん

笠か
さ

間ま

市し

稲い
な

田だ

に
草そ
う

庵あ
ん

を
結む
す

ば
れ
、
多
く
の
人
が
参さ
ん

拝ぱ
い

す
る
よ
う
に
な

り
ま
す
（
下
段
左
）。

【

弁べ
ん

円ね
ん

済さ
い

度ど】

（
上
段
）

聖
人
の
草そ
う

庵あ
ん

に
多
く
の
人
が
参さ
ん

拝ぱ
い

す
る
様よ
う

子す

を
快
こ
こ
ろ
よく
思お
も

わ
な
い
山や
ま

伏ぶ
し

た

ち
が
あ
ら
わ
れ
（
上
段
右
）、
そ
の
中
の
弁べ
ん

円ね
ん

と
い
う
山や
ま

伏ぶ
し

が
、
つ
い
に

聖し

う

人に
ん

の
命い
の
ち

を
奪う
ば

わ
ん
と
草そ
う

庵あ
ん

に
押
し
か
け
ま
す
。

し
か
し
、
聖
人
の
立
ち
振
る
舞
い
を
み
て
、
弓ゆ
み

矢や

を
折お

り
、
刀か
た
な

を
捨す

て

て
弟で

子し

に
な
り
た
い
と
申
し
出
て
、
聖
人
か
ら
明み

う

法ほ
う

房ぼ
う

と
い
う
名
を
授さ
ず

け

ら
れ
ま
し
た
（
上
段
左
）。
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【

箱は
こ

根ね

霊れ
い

告こ
く】

（
下
段
左
）

親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

が
関か
ん

東と
う

に
住
ま
わ
れ
て
か
ら
お
よ
そ
二
十
年
、
聖し

う

人に
ん

は
京
き

う

都と

へ
帰か
え

ら
れ
ま
す
。
そ
の
道ど
う

中ち

う、
一い

行こ
う

が
箱は
こ

根ね

を
通と
お

り
か
か

た
と
こ
ろ
、

烏え

帽ぼ

子し

を
被か
ぶ

り
衣こ
ろ
もを
整と
と
のえ
た
箱は
こ

根ね

神じ
ん

社じ

の
宮ぐ
う

司じ

が
出
て
き
て
、「
箱は
こ

根ね

権ご
ん

現げ
ん

（
神か
み

）
が
今
夢ゆ
め

に
出で

て
き
て
、
尊そ
ん

敬け
い

し
て
い
る
方か
た

が
通と
お

る
の
で
も
て
な
し
て

ほ
し
い
と
願
わ
れ
た
の
で
出
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
、申
し
出
て
き
ま
す
。

一い

行こ
う

と
宮
司
が
話
を
し
て
い
る
そ
の
様よ
う

子す

が
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。

【

熊く
ま

野の

霊れ
い

告こ
く】

（
下
段
右
・
上
段
）

い
ば
ら

城き

県け
ん

水み

戸と

市し

飯い
い

富と
み

（
旧
大お
お

部ぶ

）
に
、
お
念ね
ん

仏ぶ
つ

を
喜よ
ろ
こ

ぶ
平へ
い

太た

郎ろ
う

と
い
う

者も
の

が
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
平
太
郎
に
大お
お

部ぶ

の
領り

う

主し

が
、
和わ

歌か

山や
ま

県け
ん

の

熊く
ま

野の

神じ
ん

社じ

に
参さ
ん

拝ぱ
い

す
る
よ
う
に
命め
い

じ
ま
す
。

平
太
郎
は
、
念ね
ん

仏ぶ
つ

を
申も
う

す
者も
の

が
、
神じ
ん

社じ

に
参さ
ん

拝ぱ
い

し
て
も
い
い
も
の
か
と

心し
ん

配ぱ
い

に
な
り
、
京き

う
都と

の
聖し

う

人に
ん

の
元
を
訪た
ず

ね
ま
す
（
上
段
左
）。
聖し

う

人に
ん

は
、

「
阿あ

弥み

陀だ

如に

来ら
い

の
誓ち
か

い
に
身み

を
任ま
か

せ
る
者も
の

と
し
て
お
参ま
い

り
す
れ
ば
、
神か
み

様さ
ま

を

軽か
ろ

ん
じ
る
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
言
わ
れ
、
平へ
い

太た

郎ろ
う

は
お
念ね
ん

仏ぶ
つ

し
な
が

ら
熊く
ま

野の

神じ
ん

社じ

に
参さ
ん

拝ぱ
い

し
ま
す
。
そ
の
夜よ
る

、
眠
る
平
太
郎
の
夢
に
（
下
段
右
）、

正せ
い

装そ
う

し
た
熊く
ま

野の

権ご
ん

現げ
ん（

神か
み

）
と
聖し

う

人に
ん

が
夢ゆ
め

に
出で

て
き
ま
す
（
上
段
右
）。

箱根霊告～ 堂創立
1月12日（火）〈第四幅〉解説

御絵伝
解　説親鸞聖人のご生涯

【

洛ら
く

陽よ
う

遷せ
ん

化げ】

（
下
段
・
上
段
左
）

親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

は
、
弘こ
う

長ち

う
二
年
（
一
二
六
二
年
）
 十
一
月
の
下げ

旬じ

ん

体た
い

調ち

う

を

崩く
ず

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
来
、
世せ

俗ぞ
く

の
こ
と
は
何
も
仰
お

し

ら
ず
に
、
た
だ
阿
弥
陀

如
来
の
ご
恩
と
、
お
念
仏
が
絶
え
る
こ
と
が
な
か

た
そ
う
で
す
（
下
段
右
）。

そ
し
て
十
一
月
二
十
八
日
、
今
の
暦
で
は
一
二
六
三
年
一
月
十
六
日
の
お

昼
頃
、
お
釈し

か

様さ
ま

が
お
亡
く
な
り
に
な

た
時
と
同
じ
よ
う
に
、
頭
を
北
に

し
て
右み
ぎ

脇わ
き

を
下
に
、
西
を
向
い
て
往
生
さ
れ
ま
し
た
（
下
段
中
央
）。
御お
ん

年と
し

九
十
歳
で
し
た
。

お
弟
子
た
ち
が
荼だ

毘び

の
炎
を
囲
み
（
上
段
左
）、
聖
人
を
偲し
の

び
、
悲
し
み

涙
に
く
れ
る
様よ
う

子す

が
描え
が

か
れ
て
い
ま
す
。

【

廟び
ょ
う

堂ど
う

創そ
う

立り
ゅ
う】

（
上
段
右
）

聖し

う

人に
ん

が
ご
往
生
さ
れ
て
十
年
後
の
文ぶ
ん

永え
い

九
年
（
一
二
七
二
年
）、
京き

う
都と

東ひ
が
し

山や
ま

の
西に
し

側が
わ

の
麓ふ
も
と

、
鳥と
り

部べ

野の

の
北
、
大お
お

谷た
に

に
あ

た
聖し

う

人に
ん

の
お
墓
を
吉よ
し

水み
ず

の
北
、
今
の
浄じ

う

土ど

宗し

う

知ち

恩お
ん

院い
ん

の
北
あ
た
り
に
改か
い

葬そ
う

し
て
、
お
堂ど
う

を
建た

て
て
親し
ん

鸞ら
ん

聖し

う

人に
ん

の
あ
り
し
日
の
お
木も
く

像ぞ
う

が
ご
安あ
ん

置ち

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
お
堂ど
う

が
本ほ
ん

願が
ん

寺じ

の
起き

源げ
ん

で
、
こ
の
お
木も
く

像ぞ
う

こ
そ
今
の
御ご

影え
い

堂ど
う

に
ご

安あ
ん

置ち

さ
れ
て
い
る
御ご

真し
ん

影ね
い

さ
ま
だ
と
伝
わ

て
い
ま
す
。
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